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著者の言葉 

佛蘭西に於ては何人もマソン結社を口にする。フラン•マソン結社は、彼等 
の日常會話の要素.となつてゐる。それにも拘すこの結社程その正體の知れてゐ 
ないものは他にない。 つまり その結社の內幕、その結社の秘密は、多年の探究 
にょつて理解し得5ものであつて、この結社に關心を持つ程のものは、齊しく 
この問題について正確にして而も獻身的な根據を持つ小冊子の出現を望んでゐ 
たと 思意される。今私はその人々の待望に應 へんと す5ので あ so この 書に於 
て私は問答體の形式をとり、問ふものの側にはあらゆる地位•身分の人々、殊 
にィンテリ階級の人々を含め、その質問へ繰返へし說明して行くぅちにその解 




答を與へる t 云ふ策をとつた。そぅして私は、一般民衆に事の奥相をはつきり 
而も手取早く了解せしむる t : めにもこの問答體を一番適當してゐる t 考へ、終 
始會話の性質を十分に生かし、簡單平明なものにして置いた。またぁる人々は 
マソン結社に關する小册子は學校の課外敎科書となるやぅにしたいと希望して 
ゐる。そこで私は終始このことを念頭に置いて仕事を進めた。つま.〇マソン結 
社の側に於ては靑少年を動かして自らの型へはめやうとあせつてゐるの V 5 吾 
々はこの 戰 術に 對抗 するため是非 善處 すべきである。 

私はこの小冊子が不備なものであることを恥づる。併し祖國への愛とフラン 


ス國民としての自覺をもつて、この書を公にするものである„ 


.ク1グマンタン 
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マソン結社の組織と祕密 

一定義•起原•類別 

フラン•マソンは猶太的秘密結社 

(D は K 問者 *R は解答者) 

D マソン結社とは一體なんなのですか？ 

R マソン結社 t 云ふのは、猶太的政治的色彩を持った反民主々義的•排他的 • 
際主義的祕密結社なのです。 

D AT 方は相當深く突込んだ見方をな？つてゐるやぅですね。いづれそのお考へ 


に 


國 


ついて說明を願ひたいとは思つてゐます*5、まづこの結社の起原から說明して下さ 
いませんか？ 

R マソン結社員の言葉に從へば、その起原は古代にまで迴 るやぅです。 なる 程 現 
在 彼等の行つてゐる儀式•典禮•傳說 の 類は、或ひは诶及の古代密敎 に、 或 ひは 猶 
太敎の典籍に、繫りを持つてゐる やぅです。 事實今日在るが如きマ ソン M 社は 、； s 
二百年前英國で結成された時を もつて そのは じめとすべき であ hi す。つま.^それ 
は英國か ら 世界各國へ蔓延した のであつて、 就中佛蘭西へは一 七 二四年頃入つて來 
たもの らしく、最.初に出來た B ツジ ュ t 云へばあの巴里のブ ーシェリイ•サン •才 
ノレ街のもの？。 B 、!; 1 ItlIV 3 


名稱の起原 





D では、フラン•マソンと云ふ名稱は何處から來たのです* >? 

R 中世紀にぁつた！^ x > 組合から來たのです•か、彼等は君主の下に4)つて數多くの 
街^"を與へられてゐたところ*>ら、フラン•マソンと自稱してゐたのです。併し現 
在のマソン結社は、この昔の特權ぁ-る同業組合とその名稱を同じくするのみで、中 
世のマソン結社員達はその精神、傾向、慣行に於て現在のものとは雲泥の差がぁり、 
篤實な善良な公民、誠實なキリスト敎徒だつたのです。 

D ところで今お聞きしました t ころにょりますと、今日マソン結社員について世 
人の考へてゐる高邁なる志操、嚴正な精神、崇高な人類愛に疑惑をかけられたやぅ 
ですが . ？ 

R いや疑惑など ゞ t 云ふ生や？しいことではないのです、彼等のその表看板を卸 
さして やらぅ と考へてゐるのです。どしどし不審な點に就て質問して下さい。一々 

三 




證據をあげて、マソンがそのやうに立派な精神の人道主義者であらうなぞ t は、も 
つての外のご t であると云ふことをお知らせしませう。 

分 派 

D 漠然と聞いたのですが、マソン結社には種々なる支流があるそうですね、その 
點についてお敎へ願へませんでせうか？ 

R そうですね、現在では非常に多くの支流がありまして、リットとか才べディエ 
.ンス t 呼ばれ、就中米國では特殊のリットをレジォンと稱してゐるらしいのです。 
併し一先づこ ゞ では他の諸國のことはお預 b して、佛蘭西 t :' けについて申しますと、 
五つの分派が出來てゐます。そうしてその各々はその重要？の點に於て一致してゐ 
ないやうです。 




D なんでもグラン •卜 y アンだけでもフランスのマソンの五分の三を網羅してゐ 
るとのことです が本當でせうか？ 

R 如何にも、 グラン •トリ アンは現在三 萬 乃至三萬一千名位のマソンを包容して 
ゐます。 そうして 彼等は四百五十四の P ッジユ、九十三のシャビート 〆 、四十三の 
n ン.セーユ或ひはアエロパージユに屬してゐるのです0 

D シャビ ー トグとかコンセ ー ユ t 云ふ言葉 ! tl ; そうした意味に使はれてゐるとは初 
耳です。いづれ說明願ひたいのですが、ついでにグラン•トリアンの外にどんな派 
があ- CN ますか？ 

R 第二 {* にあるもの t しては， •リット • H コセ(蘇格蘭系)で、簡單にレコッ 
ス派 t も呼ばれてゐます。この派に屬してゐるマソンは一萬六千弱で、二百十九の 
支部、六の トリ アンダ，、約六十のシャビート，或ひはコンセーユに分屬してゐま 

五 


六 

す。またこの派は二つの支派に分れて、一つは『シユブレーム•コンセーユ』、他は 
『グラン •！> ッジユ•ドゥ•フランス J と呼ばれてゐます。ところが嘗てこの兩者 
の間に或る確執があつたもので、第二の『グラン •!» ッジユ•ドゥ•フランス』の 
方は、三級位以上の級位は無用なもの、マソン結社の精神を誤るもの t し、全員三 
級位制を嚴守してゐましたが、數年來次の様な協調が出來上つたのです。即ち兩派 
はそれぞれ自治制を確保して行くこと〇シユブレーム • n ンセーユ派は第三級位以 
上の集 41 r を統轄し、ダ.ラン•ロッジユ派はロッジユ•ブ火ユー或ひは B ッジユ • 
サン•ホリックと呼ばれる下級位支部を統轄し、更に兩派は又コンセーユ•フ H デラ 
ル(聯合委員會)を設けて全般に渉る指揮、統制をはかることになつたのです。 

D また說明を願はないと解り*>ねる言葉が出て來ましたね、併しフラン•マソン 
結社の分派のお話しを片附けて頂きたい t 思ひます。 



R その他の分派と云つても大して ある St でなく、『グラン ッジユ •ナショナ 
、『リット •ド •ミスライム J 、 『混合マソン結社 J で、最後の派には『グ•ドク 
a ア•ユメーヌ』 t 云ふ別名&あるのです。 

第一の『グラン •!! ッジュ•ナショナ 〆 J は所屬會員一、五〇〇、支部二十六を 
耵する 外、主に在佛アングロ •サクソンを會員 t する 若干の特別な支會を監督して 
ゐますが、この支會は英國の『グランド •»! ッジユ』によつて認定されたものです。 

次の 『リット •ドゥ •ミスライム』 は、現在フランスでは一番 勢力も 低下して支 
部の數も少なくなつてゐます* 5 、それでも一九〇一年の內部統制整理の結果、その 
前よりは少々その頹勢を取戾してゐると云ふ有様です6 

第三の『混成マソン結社 J は、當時の上院議員ジョグジュ•マ，タンとマリア • 
デラ イズム t によつて前世紀末に創設されたもので、現在六十二の支部 t 七つの TI 


八 

ッジユ tl つのコンセーユ t を包含してゐます。この派の特色は婦人をも男子と同 
樣入會 させ S こ t で、一般にグラン•トリアン派もシユブレーム•コンセーユ M も 
今日まで絕對に婦人の入會を拒絕してゐます。 

各派の統率櫂の所在 

D どぅも 有難?: ぅご ざいました。フランスのマソン結社は五つょく解-^まし 
た。併しこの各派をそれぞれ指揮する統率權が何邊に所在してゐるかについては、 
まだ何も おつしやいませんでしたね…… 

R グラン，トリァン派の？ ^ ,取. #?*,は、巴里ヵデ街十六番地のソシエテ*シグィ 
广なる 名稱を もつ ホテグにその本據を据へてゐ i す。 ま f : 蘇格蘭派にしてもグラン 
ド • B ッジユ•ナシヨナ， 派、混成 マソン 結社派と同様巴里にその中心を持ち、こ 






れらがその總てを統制してゐるのです。 t ころでそれらの所在番地ですが、蘇格蘭 
派はフトォ街八番地、グランド •!> ッジユ•ナショナ 〆 派は B ッシユブ' —ア^— 〆 街 
四十二番地、混成マソン結社はジユー，•，ブルトン街五番地です。次にミスラィ 
ム派は全體としてま•た < 統制がなく、自分の知る限りに於ては、中心的機關と云 
つたものを持つてゐないやぅです。併しこの派のグラン • コセルダアトゥー 〆 •デ 
ユ•リット^云蓮妓)がソォンにあるにはあ^0のです。 

其他に全然猶太人のみを會員とするブナィ•ブリット派の P ッジユーつ、ノゥー 
グ H A •グランド •!« ッジユ派及びリット•マ 〆 チ11スト派のロッジユが各一つづ 
つありまして、後者の指揮には長老ジャンニ世と呼ばれてゐるフラン•マソン結社 
員ブリ n が當つてゐます。 


一〇 


二隱 


語 


I 舷的隱語の例 

〇 ►ソン結社墨は — SS 特別な用語—す f っですが、貴方にはその用語 

•いお解りになりますが？ > 

R ょく择ります。-まづ►ソン 結社員達は H ® (書く)とは言はす、 S 代-^ 

P 1 t 參。 f—sf . H — は — (刷毛- T 

云はれるのです。 111 pri ひは—板)へ I ( 彫む〕"とか、 r _ 
Hf リ)へ彫む"と云へば、それは『手紙を書く』『調書を;^成 t : 5 i 又 rli 
『論文を書く』の意となるのです。そぅして集會通知書のこ— S 二 f チ 


0&?3?|?一§"(集#の板)と言ひ、§,;:11?11=3^-(書入れた板)は支部宛書面の 
こと、-.§?0*^^”5-以|!8:1'"(書入れ用の板)は白紙を意味するのです。 

『一つの建築物』或ひは『建築物の一部』とかは、マソン結社に關す5一つの論文 
又は詩の一篇を指すことになり圭す。 

また支部長 (^ g ;& fr *) がフラン•マソンの門番 ( cocvreur ) に殿 1 : ( temple ) はょく 
戶締り出來てゐるかと訊ねる場合、それは『タンブ，はょく閉ざ5れてゐますか？』 
t 云ふことになる のです。 また 『タング， を 閉ざす J t 云ふ言葉は、『0 ッジ ユ』 
から退出する こ とをも意味します。次はその1例で、アブランティ級の者が^)まり 
長く 0 ッジユ に居殘つて ゐると、「さあもぅ タン ブ 〆 を 閉じることになさい J t 云 
つた言ひ方をするのです。 

監#員 (s ct-3ill§^s- ) と 云ふのは支部長の下に位する二、三名の役員なのですが、 


この監督員達の役目はタンブ，の雨漏を監視するにあるのです。 

若し會衆のなかに非マソン會員又はまだ正式に入會を許されてゐない者が交つて 
ゐるの— t 、 彼等は 「あッ 、雨漏り - t て—、皆さん闖入者に用心なさ 
い！」 と叫ぶのです。 

入口の a のところには tct ^ isic 檢分係、併し元來の語義は瓦茸職人)が立つてゐ 
て、入室するマソンの會員資格•級位を檢分する。かくすることを瓦茸きをする t 

• -V 

言ふのです。 

Q そのや’っに 璧 U 監視するところから見れば、マソン結社なるものはょく^^ 
秘密主義なもので、好奇心などからマソン外のものがまぎれ込むのを極端に嫌ふの 
ですね。いや、お話の腰を折つて相すみません。 


珍妙な貪事時の嫌語 

R マソンの用語では食事(:關するものに異色なものが4)ります。如何なる一|ガ y 
ャさんでも微苦笑せすにはゐられない程珍妙なものです。 

第一食卓につく t は申しません、^1^£!-'?5_>2!5 ;; (平屋根)又は1-|<:|111か艮(足場或ひ 
は棧敷又は斷頭臺)の周圍に座を占める"と言ひます。 

食卓についたマソンの前へ配られる皿のことを bouclier (扼)或ひは tuile (瓦 ) t 
言ひます。膝へかぶせる21|4? > (ナブキン)は<!3で0§(旗)です。また110.42.113 
(洒瓶)又は0.§^ 7 (水？し)は^口£':デ'(大檐)と云ひます。それからこれらと 
共にコッブは Canon (大砲)で、 rt ッ.フへ水な. cs 酒なりを注ぐことは『大砲に裝彈 
する J t 云ひ、支部長又は宴會の司#港の面前で皆が一齊に飮みはじめるのを『砲 


擊を開始する』 t 言ひます。 ， 
また 滔のことは— 織 • Is 、 又は—火？—ひ、水のこ—:! I 性:^ 

藥と呼んで— す。併し水の ことは 一名 a . M - けとも名づけて—す。その他林擒洒 
又はビ IS ことを 1— n ティのこき 1 滔又は 1す。 

また ス_ブを匙で啜るとか、肉をホ1クで食べるとか言はないで？—(左官 
錢 ) と PTOMes ) で啜.つた 4 ベたりすると申します。言してナィフのことを 

trvr 劍)とも云をす。 Iris '!?、 
- こ料理された 食物は、 pr (審林料)又は SI g — ( I 漆灰) て 

噴 ベる こと即ち 食事は staIJp sglr (セメ TH 事) と 云ひます。 

麵鮑は1-?^(石材〕、肉を切ることを貫|二荒你りする)と云ひ參まナ 

味付け 1 な場合にも鹽 で、胡椒で、芥子で、1ふ代りに、砂で、セメント 


で、 黃色砂で、 と 言ひます。 

彼等の着席する椅子は Cr2xs-t プ (僧座)と稱し、彼等の會合は大槪日沒 後に行はれ、 
而も窓と云ふ窓は常に閉されてゐ て燈火を用 ひます が、その燈火も彼等は公 o . r ' (星) 
t 呼んで ゐ i す。. 

三怪奇極まる慣行 

集會室の装飾 

D ま ?:• この外に明らかにしていただきたいことがあります。例へばタンブ 〆 とか 
ロッジ ユとか ァト リ t か言はれましたが、それらの間にどんな風に相違があるの 
でせぅか？ 


R p ツジ ユ又は アトリエと 言ふのは、 7 ラン•マソン結社員の集りで、これらの 
言葉は彼等が集まる場所にも用ひられてゐます。併し彼等がその儀式を行なつたり 
集會を行なつたりする室は特にタンブ言ひます。 

D その室はどんな具合になつてゐますか？ 

R その室には、集つて來るマソンの級及び派の相違に從つて、靑、黑、赤の壁紙 
がはられゐます。そぅしてその奥の方には冗 § の座席 t 天蓋附きの祭壇があつて 
天蓋の尖端には.つの眼が飾りつけられてゐますが、これは象徴的なもので、きら 
光り輝いてゐます。 

また この祭壇の上には三つ枝の，®;*? I 1 ぎらぎら光る劍一振 t 一つの木槌と* 1 置*> 
れてゐます。^03.;2.; 3*(書記)と〇£， 3*«1 5(說敎役)と1〗11^>$1^:(慈善金品取扱 
者)はそれぞれ、名札のついた卓子に着席し、ま - f : その他の主なる支部の役員とし 





ては數名の撿分役、一名の*'クスべ，(鑑定者)、一名のクーグ y ユー，(門番 ) t 
がゐて、それぞれ特別な徽章をつけてゐますので、それと一目ではつき b 分るので 
す0 

D その役員以外のマソン達もなにか特別なものを it つてゐるのですか？ 

R 彼等は前掛をかけ、胸部で十字違ひにな—飾紐或ひは懸章を着用してゐ 
ます。それに又髙級位中の或る級位に属するマソン達のなか1:は、飾紐の代りに一 
種の頰被り頭布をしてゐるものもあります。 

結社員の級位 

D 級位は澤山あるのですか？詳しく話して頂きたいのですが？ 

R では主要なものだけをお話しておきませぅ。初めの三級位は一がアブランティ、 



一八 

二が3.ンパ.一ーォン、三がメートク 〆 です。そぅしてこの第三の級位メートゥ，を授 
けられた者は、中央 Qj 2 i に於て聾を受け、それにょつて完全に光明 S る 
に至つたものと見られるのです。フラン•マソン結社のこの三級位のものが、所謂 
象徵マソン結社或ひは靑色マソン結社を組織してゐるのであ b ます。 

そぅしてその上に亂配+:於或ひは第十八級のぅちに含まれる宗派が來るのです。 
蔷薇 十字のァトリ，！(道場)はシャビー トゥ， であつて、その統率者は*- Tassage" 
(いと聖な6.者)の名で呼ばれてゐます。 

更に それょり 高い 7 ソン、即ち第十九級位から第三十級位に到る高級位は grads 
pHrlosophiques (眞智階級)のものを包み、それらは 0 £ 1 - 5 »〗 61 ^ 1 ^&. 03 &-或は第三十級 
の名のも t に包括？れてゐます。そして彼等の集-^は、一人の統率者のもとに行は 
れ、 o ,§ isiil 或ひは r 3 - j , p » s2e (名士の集り位の意味)と呼ばれてゐます。最後に第三 





十一、三士 一、三 ±1 蔡、即ち" fs:lr 1:胃^1 

は , th2rvBTfJ と SMe IP ド B p •，と- 

Ilplttw'v とががぁ—す。併し彼等は特にそのアト i を持$、 II の想 

る時一緖に集るこ t にしてゐます。 

怪奇なる昇級試驗 

D ところで、これら S 位备る S には 試驗？う？の £? f つですが 

R 試驗 Q うちでも 私共に一番異様な f 與へ急は、 S ® 三階級に課せられて 
ゐる ものです。併しこ、では簡單にそれを說明 するにと—ませう。 

第一級位以■を願ひ出£は、“_レ|5||5'?叉|室)へ閉ぢ込& 


られ、そこで與へられた試驗に答案を認めます。そうして眼隱く „:一をして應接室へ 
連れ込まれるのですが、着衣は左の胸と膝とが露はな程切 b 開らかれ、靴を脫がさ 
れ、スリッパを穿かされて、脫いだ靴は手に持ち、所持金は蟇口ぐるみ取上げられ 
ます。そこで彼は旅行を象徵する行爲を三度、或ひはそれに似た行爲を若干させら 
れます。そうしてその行爲の後で彼は恐ろしい内容の宣誓或ひは誓約をなさしめら 
れ、その上でいょ-'^-マソン間の特殊な合言葉と合一一を敎へられ、アブランティな 
る名稱を授けられます。併し、これらの總ては決して靜肅な裡に行はれるのでなく、 
盛んな訓話と鏡舌のうちに執り行はれるのであります。 

第二級位 compaggn の場合には、旅行を象徴した行爲が三度から五度になり、 
第一級位の場合に劣ら中騷々しいうちに總ては執り行はれるのであります。 

それから La Maltris の場合ですが、この階級の級位授與式に至つては怪奇と嚴 


肅を極めたものであ b ます。室內は黑色の幕で張りめぐらされ室內は暗く、數箇の 
髑髏が飾られてあるのをはじめとし、イラムの柩が据へられてあつて、志願者はこ 
れを一定の足捌きをもつて跨•かされるのであります。 

この行事はイラムの傳說、イラムを暗殺した三人の同職者が、夜陰に乘じて彼の 
屍體を埋めてしまつたところ、彼等が目じるしに捕して置いたァカシャの枝のため 
に偶然にその屍體が發見され、イラムの屍體に違ひないことが解つたと言ふ傳說 i > 
ら來?:ものです。 

そしてこの『柩の跨ぎ J がすむと、志願者は「ヒカゲノカッラの花粉」を少量つ 
めた特殊な煙管をくゆら？せられ、彼等は自分が十分の光明を受容れたと言ふ旨を 
宣誓するのです。 

D どぅも總てが子供のママゴトみ?:いで、而も何んだ*'不氣味なやぅに思はれま 


すね。併しまだ^-怪奇な試練が課せられるやうに聞いてゐますが…… 

R そうした こ t の行はれたのは餘程以前の こ t でして、かうした慣行や儀式が餘 
りに 常軌は t - れなのを悟つ t : _ですね。隨つてそれらの大部分は廢止され、殘つて 
ゐるものとても 漸次改良が加へられてゐます。 t ころで一つ怪談的興味と言ふ點か 
らして、相當有力な マソン 結社員べ リョン 博士が嘗 つて 物談つた t ころを受賣 b 致 
し i せう® 

『アブ ランティ 紙 tt -を志願する者は、眼隱しをほどこされ、廊下をあちらこちらと 
何百回も引き®され、それから建物の最上階まで昇らされた上、そこで試問に對す 
る 答辫をのべるのです。それから彼は兩足を結はへられ、長い綱の一端でしつか t 
胴 ti を縛られた上、滑車でその高所から吊り降され、地下の井戶(今でもこれはあ 
るが)の底に近いところ i で(大約七十メートグあたりまで)おろされるのです。 






水面には特にしつらへた格子がぁつて、志願者の足が後數デシメート 〆 のところま 
でおろされ、時には豫め志願者の足に數枚の橄欖の葉を結へ、格子の上へは數匹の 
兎を置く、そこで上からおろ5れた志願者の足の橄橙の葉を見て、兎が飛びか ゞ 
る。なんと恐ろしい氣持がするこ t でせぅ。古いしめつぼい井戶の中で得體の知れ 
ない動物が足もとへ飛びつくことは……(マソン結社員*！ドガ— 〆 •ペィョン r n ッ 
ジユ•，•フエ-1ックスの話 J 三八頁) 

四戰僳すべき秘密嚴守の律法 
物凄い宣誓式 

D 以上の言葉は、フラン•マソン* 5 自らを卑俗*>ら切離して來たといふことを示 



してゐるや.>に 考へ られます。 併し 今までのところでは、その用語が特異であると 
言ふたけ で、それに 危險な性質は 含まれてゐるやうに思はれませんし、別に賢？* 5 
最初言はれた やうな 秘密結社的な暗 3 と言ふものが あると，£> 思へ ません* 5 、そこの 
ところを一つ御說明願ひたい，〇のです0 

R それを說明し證據づける ものなら ば多くて撰擇に困 〇程あります〇まづ儀式の 
方から始める t いたし ませう。 

グラン^トリァンの志願者は次のやうなか^^^^誓約一—マソン結社の贯用語 
をもつてすれば00-】^8.0-111を强制されます。即ち、 

『嚴 正と 公正の表徵 である 曲尺 t フラン•マソンの律法書とにかけ て、 熱意 
擦の精神を もつ て、 フラン•マソンの宏 業に 與り働くこと を 誓約するものな bo 
わたくしめは マソン 律法遵守に忠實を 誓ひ、その 秘密を 命ぜられたる一切につ、， 


て漏洩を固く誡し むる ものであ b ます OJ (グラン•.，.リアン結社、アブラン ティ 
級心得書、一八八七年版四 一 頁) 

これょり6少し以前の同級位心得1 W にも 次の やぅな のが現れて ゐる。 
r わたくしめは名# の 象徵な るこの 劍 と 律法 書と にかけて、尊嚴な る マ ソン社ょ 
り示し知らしめられたる一切の祕密及び結社內にての一切の見聞を 嚴に他へ 漏す 
ことなく、 また特別の許可なき限りそれ等について一行の文をも書く ことなく、 
許可を得て書く場合にも指定？れた範 固と 様式に於ての みなすことを 誓約するも 
のであ b ます 0 J (グラン •トソアン、アブラン ティ 級 心得 書•一 A.A 〇 年® ニー 
頁) 

D グラン•トリアン派では、何處のロツジユでもこの例式のみが 一様に採用され 
てゐるのでせぅか？ 


一一六 

R いえ、 tgi の如きは特に別の例式に從つてゐます〇 f I OS 
/ Bi 7レ--は次のやぅな例式に從つてゐます。 

『名譽の—? S 劍と IQI はしこ®曲尺と、爾後 わたく 
しめの有となる5ンニソンの 律法 書とにかけ て、 マソンの 集りに於て見且つ 

聞く何事1にし筆に！なく、矣特別の許可な— b 、 及び指 f れ 

1限.〇、グラン-5ァン— S 關—問題について語り、或ひは#くこと 

なきを誓言するものであ^'ます . 、而してこ S 誓約に叛くこと*^こ*於■丨 

わたくし is もたらし1 S 甘受し、わたくし®が？のマソンの呪 
ひを一身に受けるも、何ら含むところのないものであります〇」？ 11 
rll 尿に於て行はれるァブランティ及びコム.'こ-ヨン級位の儀式書、ニニ S ひ 





D そうです *' . するとフランスの•クラン •トリ アン派とそ a ) rM ロッジ ユは、 

入會溝!:對して随分凝い锊約を嬰求す S ものですね。こんな嚴重な替言 は、 どの派 
1:も共 M なことですか？ 

R いや、 蘇格蘭派のは もつ とひ どいのです。 この派の " Grgd Loge Symbolique 
1^1:»*«-"の宜誓式はこんな風なものです0 
ま づ支部長が志願老に向つてこう X 3 ひます。 
r 貴下よ、定めの宣誓式を好ひます、よくお鵃 b 下さい」 

l — fi 下は、貴下自らの n 由な意思よりして、この派のマソンのかく參列せる前に 
於て、膝肅に誠實に、フラン•マソンの祕密を他の何人にも洩らすことあるまじ 
3を約し誓はれるのですが、……異存はございませんでせうね？」 

そこで志願*は、 

JJfc 




R D 


「異存ございません」 

『では私 CD 後!:ついて繰返し下？ い一 「わ- f : くしめ は、若しこの , tt 誓を破りまし 
た5場合には、たとへ喉もとを*>5切らる、もいとはないものであ.り圭寸0」(】ク 
ランド•ロッジユ儀式書』*ホ—マグシエ編、ド—ブグ印刷、^九九號、二 〇、一一 

一頁) 

あ/'、それで祕密結社であることがはつきりして來たやぅです。 

ところでここに 一つぞ つとするやぅな のが あ-^ます。まあお 廳 5下？ い。 
『わたくしめは、わたくしめ の發意 に 於て、宇宙の大いな る建築^-及び1¢ 敬す ベ 
き列席のマ ソン 諸彥の面前!;於て、嚴肅な る 誠心をもつて、 わたくし * に 示され 
たるフラン•マソンの祕密を堅守して 漏洩す ることなく、またそれらに ついて# 
? 、描^'」 刻す ることなきを 誓言致す ものであ-^ます。萬一 この 誓言(:違反しまし 



たる場合には、喉もとをかき切られ、舌根を拔かれて海の砂!:埋められ、滿ち來 
たれる潮がわたくしめを永遠の忘却へ拉し去らぅとも、それは®悟の上のことで 
あります OJ (グラン • B ツジユ「テパ」結社の第一紙位授與式の開序•終慕の依 
式) 

以上はアブランテ.ィ級位のための&ので、コンパ-1ヨン級位の较荡は更に鬼鉍迫 
るものが**^ます。 

r 萬一 この W 約を破りました場合には、心 K を抉 b 出 rJH 、 五體は燒 かれ、わた 
くしめ の 死灰が 風1 : 吹 5散らされやぅと も、 4て た私め の 存在* 5 マ ソン諸彥の腦棚 
か- lo 消ゆる t も、 何んら異存な きものであります 0 j (『ニコス 派•フラン•マソン 
結社の儀式 J 三 一一 頁) 


巧妙極まる脱法行爲 

D 全く 玫 堞ものです ね。併し結社の祕密を守る t 言ふかうした E 肅な It 誓も、ど 
ちらかと 言へば、單に形式上のもので、實行とは綠の遠いもののやうに思へます 

が， > . 現にグラン•トリアン派は特別な雜誌を發行してゐて、これは絕對祕密と 

言ふ®前とは反してゐるやうですが？ 

R なる S •そう も考 へられ ますね。その雜誌 ： Le Bulletin du G/.P .*** は、以前國立 
圖裳館へ納付されてゐましたから、誰にでも讀まれてゐる筈です。併しその編輯方 
法ょ、8 令へ祕密が拽れても最少限度に t どめ ると いつた具合になつてゐるので 
す。編 W に當つてゐたーマソン結社員が總會で質問者ムーグニユに答へ?:ところは 
次の通りであ.〇ます。 



「货下も旣にお氣附 S のことでせぅが、何か重要^事項が出て來-〇と、別の M 草 
的な文字•か差し換へてあるのです。本常に大切な事柄は十中八九まで隱してあり 
i すが、これはまた常り前へのことで、或る種のことが世問へ知れることは、吾 
々にとつて危儉を^味す si > らです 。 J (.クラン•トリアン、一八九三年度總會報 
齿咎五〇三頁) 

D マソンはなか/、 用心深いと見へますね、お言葉では、 -Le Bullctiu da G... PV- 
が國立阐_館へ納本3れてゐるとのことですが…… 

R それは以前のことです。1¢の t ころ貴方のそのお訊ねを待つてゐましたので、 
その點からしてもあなたはマソンがなにがために秘密結社であるかをょく了解され 
ることでせぅ。即ち、一八九六年以來は、■(寅にマソン的な奸計にょつて)法律上 
の規定があるに拘らす、この雜誌は納本3れなくなつたのです。それについては次 



の如き一八九六年度總曾報告書が事實を明にしてゐます。 

『フラン•マソン結社員ダ- t -' (發言)……「吾々はグラン•トリアン委員會に於 
て結社の利益を考へました -0 結果、從來の BEr 〗 a:in に 變更を加へ、印刷物と云ふ 
性質を帶ぴて公衆に渡る恐れの ある やうな內容を、全然取 去る ことにしたのであ 
ります。 吾々は納本を强ひ られる やうな雜誌風のものを印刷す， 〇 必要がないこ 
t を認めました。隨つて名稱 &wulletill から Compte-rendu (報街書)へと變更し 
ました b 

D な5程、獨特な高飛車な遺り方を避けたのですね。併しこのやうにまでベテン 
にかけられた當局进は、早速追及の手を延ばすでせう*か……？ 

R ところが、この脫法行爲は當局 t 馴れ合の上でのことで、當時國立！！書館宛て 
に詰問書が提出されたこ t もありましたが、それに對して館長は、追慽ながらこの 






脫法行爲に¢1分は制裁を加へ S 權能がないと聲明しまし?:。また同様な詰問書が文 
部、內務の兩大臣へ送られましたが、前者は櫬限外を理由とし、後者は全然回答致 
しませんでした0 

嚴格なる秘密漏洩の取締リ 

D 怪しからん譯ですね、昔は王者の禮と云ふことが言はれたもので、これは政務 
或ひは K 下との交涉に几張面でぁるこ t を指したのですが、第三共和國以後に於て 
は大臣の禮？へ人の口にのぼらなくなりました。さて、それはそれとして、グラン • 
トリアンの# M に對 する 嚴格振- 〇 について、何かその他にこれは t 言つた立證的布 
货を御存知でせぅか？ 

R マソンのぅ ちに D 輕なものがぁつて何かの機會から局外者にお喋りします t 、 



一一；3 

そ. cr ) ものは ffF ' 癣病みの羊としてフンー，から苛酷な取扱ひを受け o のです。その一 
例として ー マ ソン 代議士の場合を揭げることが出來ます。 

D それをお話し下？い。 

R では グラン•トリアンの本部から出てゐる印刷物(一八九八年三月、一九頁) 
に出てゐるものを引用するこ tt しませぅ。 

『フ-フン*マソン結社21!:エドガーグ*モンティユ氏は、委員會に對し、*>-:ゅ§一§: 
の代議士マソン結社3;たるマィ氏が fi 近ジャンヌ•ダ 〆 ク紀念祭日の制定に關す 
る法律案について、下院でとつ t : 態度は頗0遺慽である、と陳述した。即ちマィ 
氏は、マソン間の秘密を破り、彼* ; 名#會員になつてゐ0:€:1<;1>|在"& 
ッジ ユから マ ソン 議員のみにあてられた廻章の所々を演壇で讀み上げた t 云ふの 
•か、モンティユ氏の指摘した遺慽なのである。」 


D フラン•マソン結社 WH ドガ ー レ/•モンテイユ氏と云へば、お目附役と云つた 
存在ですから、彼がマイ氏について密吿したとしても、大して驚く程のことではな 
いでせぅ。 

R なる程ね、併しこの®合モンテイユ氏は只單にある腹いせにやつたらしいのて 
す。つ f そ； e は—前のことです、彼は下院での彼の不用——からこつぴど 
くやられたことがあつたのです。その頃彼は-〇,一 nJ >' B ->- s 3- t > T 日 sni - p ッジユの會頭だ 
つたのです。その時の彼への攻 S 一八九三年三月二十一日の " t win du G ぃ 
oi -: r - の八十七頁に次の如く出てゐるのです。 

『漭分の日開かれた-0-^*0=.^ロド10:^"は、-^*0»||>日|の支部長 
がマソ>.12關係秘密を俗世間に拽したることを、全 W 齊しく恥好と威する 
ものである。吾々はこれをもつて入會時の誓約を破れるも34へる。』 

三五 


D ょく解.りました。併し、若しそうであるならば、マソン結社は彼等の秘密を も 
らすからと云つて、その種の新聞紙1:それ程の嫌惡を持つ ことはない P ぢやありま 
せんか？ 

R それについては一言申上げ ませう。 例へば-- J ^ frfiJJIIs :, の 暴露の 如きは 彼 
等の陣營に 1 W 威を輿へたのでした。 

回文がひつきり なしに 支部長の もとへ廻され、自&マソンなりと稱し、ある H の 
秘密 蠭 拿に入れん として f 者へ G . 對策 として f す。 

尤も a ッジユの秘密を金のために基切 S 有力なマ ソンも相當にあ—す。若しそ 
うした， a のを發見した 場合には、グラン•トリアン & 大_な騷ぎです。 

D それでは つきりしました。 マ ソン 結社の秘密が、社會に對 してどのや—力を 
持つ てゐる かを了解し ました。 




R 特に政府に對してね……。私はあなたに次のやうなことを申上げたいですね。 

マソン結社がフランス共和國を議會制度とし、それにその惡德を投げ入れ、而もそ 
れを黨派的な、不正な弱體的なものにしたのも，その秘密主義にょるのであります。 

五マソ A は猶太結社 

指導權を握る猶太 人 

D あなたは、フラン•マソン結社は猶太結社だとおつしやいましたね。一®§彼等 
のうちにどの位猶太人が， Qo のでせうか？ 

R そうです、澤山ゐます。若し -France cilthol:que: の編輯者グ H ラックスを： 
るならば、フラン•マソン結社内の猶太人の割合は七◦好であり去す。(«--|巧^^ 




三八 

ンス•ヵトリ 〆 ■ 

ツク』 參眼 y 

隨 つて 現在のフラン•マソンの創設者が猶太人であると言つても過言ではないの 
です。 

D 併し私は久しい間 TI ッジユは猶太人を避けて來たやう1:聞いてゐますが？ 

R そうした傾向がなかつ t : とは申しません、併し猶太人はキリスト敎徙とか、ゴ 
ィの全然混らない特別なロッジユを持つてゐるのです。それはブナィ•ブリスと呼 
ぶ P ッジユで、佛蘭西では巴里のブランシユ街一番地にその道場を持つてゐます。 
(一九三二年の創設) 

D 猶太人は現在のフラン•マソンの指導者だ ts •します•か、それは確かですか？ 
R それは確かです。 

D それを 一つお話し願へないでせうか？ 



R 喜んで申し上げませぅ。まづぺ K ナ ー, •ラ ザ I 〆の 言葉 力らはじめ圭ゼぅ 
『フランニソ ン結 社 GS 期に■太人、古い儀式を持つた猶太人が ゐ たことは 

S 、で b る：：：〇その誇太人達は weishsptftaartinez pasqualis を中心として® 
つてゐたので、それは•ホ 〆 トガ 〆 生れの一 猶太人がフランスのイ 〆 ミニストの [ S 1 
體を組織して、その會員を募集したものなのである 。 •：•：j ( S * I 、 r ラ 
ンテイセ ミ テイスム』 三三九 I 三四〇頁) 

また猶太人著述家ラビ•ベナモッ H ックは次の 如く #いてゐます 0イスラエル t 
その 人間』一七一頁)。 

『猶太敎がフ J ニソンの一分派—して ti ふ非難 S つたとて今更驚 
くことは ないではないか？それがフラン•マソンの一分派であ.ることは、マソ 
ンの接神論がそ s 底に於て气二の.接神論にも比すべきも®名るが故に、明で 

三九 





四〇 

toj . 

大敎 法師イサック•ヮイズは 又 次の如く證言してゐます。 
r マソン結社は猶太の組織で、その歷史、その階級、その儀式、その«:用語、 
の表現凡て一から十まで猶太的である0 J (一八五五年八月三日の『イスラエリ 

卜*オゥ•アメリカ j ) 

猶太人自身の告白 

D どうも 冇難 うございました。そのあたりで十分です。 t ころで、? S 在の フラン 
マソンに於ける猶太人は、自らの分を知つた者ばかりで せうか？ 

R それがそうでないのです。 之を證明 する 非猶太人 フラン •マ ソンの言葉があ r 
ます。 


クそ 




f ル •サンボ ゾスム 誌は フラン•マソン. について次の如く云つ てゐる 、彼等の最 
初の行爲はその知識の聖なる殿堂を不斷に守る猶太民族に光榮あらしむるやぅ1: 
することであつた。彼等はそれにょつて國境を取去らんとするのであ0〇』(サン 

.ホリスム誌) 

フラン•マソン結社員、マック•ゴゥアンは次の如く言つてゐる。 

『フラン•マソン結社 ii ィスラユ,の古い信仰にその基礎を置いてゐる。 . ィ 

スラユ,思想がフラン•マソンの善又は美とか云ふもの S 基礎をなしてゐるので 
ある OJ (一九 三 〇年四 月のフ y 丨メーソン) 

また獨逸のーマソン結社員，ド，フ•クーフィンも次の如く言つてゐます。 

「吾々の儀式は終始猶太人的のものである。即ち吾々は現在の 猶太 敎とはつき& 
關係を持つてゐ5ことになる。そぅしてこの儀式は世界の凡ゆ5 B ッジユに共通 

四一 




な ものである 0 J (一九二 八年七—八號 『ラトミア』) 

其の他このやぅな引用をすることは非常に容易なことであります。 

フラン•マソンのみるお偉い方の一人バゾォは次の如く書いてゐます。 
r 革命の犧牲ジ h \サレムは破壊され、猶太民族はそこから脫れ、マソン結社は 
地球上に熵がつたのである OJ (フラン•マソン年代表) 

有力なカバグリストであり妖術師であるフラン•マソン結社員ダィネ，は次のや 
ぅ^ こと ^ W いてゐます。 

「猶太の行動、猶太の俊入、猶太の嫌惡！如何に屢々私は、猶太人が全世界の 
道場、コンセィユ、グラン•トォ y アンに課するあの世界征霸の聲を聞いたこと 
か？』(神父バブリエの『マソンの敎會への侵入 J 第二一一頁) 

以上は十分、フラン•マソン結社內へ〇猶太人の侵入を示すものと考へます。 




六マソソは政治結社 

政務獨占を企®するマソ A 

D 若しお载支へなければ、フラン•マソン結社が政府の事務に喰ひ入つて， Q ると 
言ふ點についてお話し下さいませんか？ 

R 勿論お話しませぅ。喰ひ入つて S るどころぢやありません、彼等は政務を獨占 
してゐます。 

D で fi 方のおつしや*〇竞味では、マソンの流れるところ、そこに政治結社が， £0 る 
ことになるのですか？ 

R ”<■ ぅです。その本質から言つて彼等は政治にその主力を置きます0 


四四 

D 併しマソン結社の組織は、その結社が政治に加はることを忌避するやうに出來 
てゐ ると 云ふこと t ; やあ-〇ません か？ 

R 長い間世人はこの結社を輕く見て來たのです。一八八四年四月十二：！！巴里に、 
有名な議員フラン•マソン結社 M メジユ 〆 ユー 〆 にょつて 、： la Grande logc symholiq — 
ue Ecossaises が出來上つたのです。そうして彼等は ：〗 a Grande logv が總ての政治討 
議を禁じてゐる條項を無効なものとして提案してゐるのです。勿論この提案は可決 
されました 。^ Bulletin de la Gran(ie Loge Symbolique 1^12.86:^七卷三五貝) 

D 货方は少數派の =La Grande Loge symboliques に就いてお話し下さい土《した、 
併し sle Grand orieats は如何でせうか？ 

R ではグラン•トリアンの機關誌 rlc Grand oir を見ることにしませう。 ( 一 
八八六年九月の" Bullctr du G :- o.-i 五四五頁) 


『一 H;f 吾々は、マソン結社の i -: 小敎及ぴ政治に干與するものでないことを聲明し 
た。尤もそれは嚴重なる規則からでなく、一つの形式主義の上からなされたもの 
である。それは決して僞善的なものではない。法律と警察權とから强要3れ、已 
むなく形式的聲明を行つたので、實は吾々は旣1:早くから此の二つは吾々の干與 
すべ？ものたるを自覺し、寧ろそれをこそ吾々の仕事として來たのである。 

然り、吾々は政治の分野に進入す5。吾々の總ての委 M 會に於て討 II される事 
は、政治及びそれ以上のことでなくてなんであらぅ〇』 

D これはどぅも驚きました。こんな文句を聽か5れると、今日まで私がフラン • 
マソンについて考へてゐたことは、餘程修正されねばな-^ません！ 

R 圭た彼等はこんなことも言つてゐます。 

『マソン結社はどこまでも政治の僕でなく政治の主でなければならない0 J ! 

. 四 E 



四六 

.選舉場裡 に 暗躍す るマソン 

D 彼等の正體がそろ^-摑めて來たやうです。すると、政治の主とな0と云ふ3! 
的から言へば、どし'^-政界へ會 M を送り、その權力ある位-51へ彼笠を据え〇やう 
に全力を盡すこ t になる譯ですね。 

R 確にそうです。彼等は凡ゆる巧妙な策謀をめぐらして政黨内へマソンの代 a 士 
を誌め込もうとしてゐます。 

D フランスの一般選擧權所有者は、それについてどう考へて a るのでせう。 

R 彼等と來ては血の巡りの- M いのが多く、候補者の眞の所 M が何れ1:あ S かをさ 
へ少しも理解しないのです。で、これらの候補者が當選して議員にな-〇や直ちに、 
彼等は下院のマ ソン 代議士 ブロックへ 入るのです。一八九一年の "Bulletin du G :- 




0.. S にも次の如く出てゐます。 

「吾々は議會の核心 i : 純然 r : るマソン•ナンジヵ(組合)を組織してゐる。」 
(■•Bulletin du G ... PV - 一八八八 年號五二九頁) 

その後この組合は--?:|;布中 3? |?| ; 1 1- 1 1' 邑». 3"(議會1»-]交會〕と改組？れ、そ 
のことは 次の マ ソン代議士宛回章を見るとよく解ります。 

一九二四年六月三日、巴里 
親愛なる同人諸氏よ 

マソン結社に魁する13]人の若干名は、議會向交會を結成せんとする希蛰をもたら 
しました。 

ついては、諸氏1:於ても是非明六月四日金曜日第十 te 時(午後二時)より開かる 
、合議會へ出席下？いませ。 

四七 





四八 

，•グラントリアン委員會委員 

ディアス 

ビィャンフザ V ス•シャ a ネ—ズ•ロッジユ支部長 

グアトグアン 

マソン議員の義務 

D 併しそんな風にブロックを作つたマソン代議士は果して本當にょく結束してゐ 
ますか？ 

R マ y ン結社はその結社員の義務を明確に規定してゐます。次の引用文をょくお 
聽き 下さい。 

r 現に佛蘭西上下兩院に席を有す5マソン結社 M は、少くとも三ヶ月に 1 IPI ダラ 



ン 5 ァン結社に 蠢しニソン結社 U ス共和 S 共通なる利益®申合せ 
をなすべし。』(一八九九年委員會報吿省四八四頁) 

D なる程、フランス共和國と「共通”—利益」と出ました ね。 狡? t なマソン連中 
愈々マソ S ? フランス共和國とをへ〇;いかにしてお？濁そうてんです ね" 

PS 全く お說の通-'で、マソン系大臣ラン？(一八四〒一九〇五)は嘗て『フ 
ランス共和國は表面に出た マソン 結社で t 、 マソン 結社は隱れた フランス 共和 明 
で tj と廣言してゐます。(一八九四年委—報吿書、三八九頁) 

要するにマソ ン贊達は、各 S 所 S 支部で細かぃ指關を受けると共に、グラン* 
トリァン本部からの命令を受けるべき鞍重な義務が负は？れてゐるのです。 

D t ころで、* 方の 引用？ れたものはどうも少々古色 JF 然たる慽みがありま寸办 
もう少々新しいところをお願ひしたいものです ね。 




571 0 

R お M みなら幾らでも ct ) ります。例へば一九二四年五月十一：！:のカルテリストの 
選擧 (: 備へるために一九二三年のグラン•トリアン委員會が協議した ところのもの 
がそれでして、こ ゞ ではそれについて上下兩院議 fl に課せらるべき義務についての 
部分を示すことにしませぅ。 

『マソン系議員は、吾々•かマソン結社の放射物に&等しいのであるから、その代 

表者た3間は當然結社の手足と して 奉仕すべきで4) る . 彼等は自己への指^法 

則として總會の議決中議 M に關す S & のに服すべきである。要するに彼等は、そ 
の政治生活のあらゆる場合に於て吾々！•ソン全體を支配しつ ゞ ある主義方針に準 
據して行動すべき義務があ5。 

彼等は一定の時期に於て所®の a ッジユへ自己の行動について 報吿 する 義務* ; 
ある。 






政權にょる®迫があつ f : 場合(:は、 rt 己の所) S 3 すべきところを示して政府に® 
問すべきである。 

彼等は一にフラン-マソン結社の利害を眼门に於てのみ行動すべきである。 
彼等は議會內に特殊な-0爾體を組織し、フラン*マソン結社のために全力を4) 
げて 行動することが必要である。(一九二三年麥 W 倚報吿键三六四頁—三六五頁) 
D 要す， 3にマ ソン 達は服從の義務を负はされてゐるのですね。若しこの義務にそ 
むくやうな場合には、彼等はそれぞれ所 M の支部に於て晒首の刑にでも處せ、しれる 
のぢやありませんか？ 

R そうです、併し話を先へ進めませう。 

『マソン結社 M が立候補をする場 <;、彼等は季 Mfr の決議について知らねばなら 
ない。若しそのマソン結社員にして良心あり、熱意ある人113で、再々 t 心を一つ 



にしてゐるものならば、今更彼に最少限度の某礎的政見綱領を敎へる必要はなく、 
かくの如きは已に少くともーヶ年以來、吾々の問で議決されてゐるのであるから、 
それについては知つてゐなければならないのであ 5 。隨つて彼等が如何な〇政見 
を极表するやは、彼等と彼等の良心との、或ひは又彼等と彼等を聲拨してゐ〇支 
部との問題であつて、萬ーマソン立候補者の政見中に吾等の意見が入つてゐない 
場八11には、その所龆：1ッジユは直ちに適切な方法を講じてその立候補を阻止する 
か、又は彼等をして落選せしむべきである OJ C 一八九七年總仿報齿書三二八頁) 
D 併し各 a ッジユが今&5れたやぅな行動に出るためには、更に茴接的な監視機 
關か必要なやぅに考へられます'か？ 

R 確にそぅです。隨つてその目的を最もょく速成するために、マソン結社員間で 
次の二點が誓約のもとに規定？れて S るのです。 



一，フランスのグランド•〇 ッジユにょつて設けられたる一赛^^は TT 
のマ ソン 議員の態度及び役 H の狀態について注意を忘らざるものとす。 ( rr 報& 
び巴里市報を蒐め本部庶務課へ送る) 

二、この委 R # は 三ヶ 月每1: 報 吿齊をマソン 本部へ 提出すべく、 そこで本 * IIII は 
各：！ッジ ユをしてその 51 出代譏士に對して適當な措-. 1 :を執るべく委 W を任命？せ 
彼等をして議會に於けるマソン謎 UG 態度を 決定せ しむ5もの とす。 (i ぐ ゥユ.ゥ 
•マソ-ーック J 一八九九 年二月號 、一ーニ 頁) 

マソン結社の政治的陰謀 

D そんなにまで S 視3れてゐるのでは、マソン^ M は旣に公民ではなく、穴に' 
ソン結 whH であるに過ぎないぢやありませんか？ 



R 全くその通りです。 

『フラン•マソンは公民たるべきである。 . 併しすベてを措いてフラン•マソ 

ンでぁるべく、？一員候補者でぁ.〇、市參事會員でぁり、代議士でぁり、大臣でぁ 
*^、大統領でぁることはその次でなくてはならなぃ。彼は絕ぇ中マソン精神の鼓 
吹を受けることに努め、その職位の向上に從つてその同志間の接觸を繁くし、そ 
の間に於てマソンのィンスビレ—シヨンを體得しなければならぬ …… J ( W % e =; s -: B ' 
clique - 一八八 九年、二 六 七頁) 

D 全く自己と言ふものを放棄した形ですね。ところで政界へ身を投じたマソン結 
社 H は口頭以外の誓約を取られるのでせぅか？ 

R RW 署名の誓約書を徵されることになつてゐるのです。 

『一八九七年の委員會は、總選擧を控へて總てのマソン候補者が所魁ロッジユの 





支部長こ时 し、 自らの思想的所信と政見と を 書き署名した上、全マソン結社の支 
援を得るためそれを 所 M ロッジユへ提出し、所) Is ® ッジユは更にこれを本^へ廻 
:&することを 要求す る。そうして この聲明書の思想的所信に關する部分は最近の 
本部 委員 會の聲切と 合致すべく、 更に その 政見に關す S 部分は少くとも巴里各 口 
ッジ ユの會議にょって採決せられ たる 最小限度の基本的政見と合致'す'へきことを 
要求す る。 J (一八九 七 年蒌 M 會報吿書、一一三七頁) 

D 併し 51 擧の期間 中 何處にもそんな聲明«は見當らなかつたやうですが？ 

R 一 e 又 こ . 見えるやうに貼 b 出して は あ b ません。それは マソン結社の方で『この 
聲明番は如何な〇候袖^-も公表す るに 及ばす』 t 規定してゐるからです。 

D そうな b ますと、つまるところ彼等マソン 候補者迮は、選舉人を僞瞞す る こと 



五六 

R 勿論、彼等は 自らそれを認めてゐます。次の引用文を 御聽 き下？ い。 

『吾等は 一 八八 七年、本部 ® H 會の議長た-^ し Is ] 士カルグィナックがォート•ガ 
ロンヌ縣から立候補したのを援助したが、當時吾々がカググィナック1:要求した 
るところは何であつたか？——彼が吾々 t 同様懐いてゐた社#主義 的 民主々親の 
所«を縣內至るところの塀壁に貼ることであつたか？ 否、 否、選擧人にそのや 
うなことを知らせるのはもつての外である。吾々が全マソン候補者に與へた指令 
は絕對に祕密1:されてある。そうしてその一條たり t もビラにすることは許され 
ないのである。』 (一八九七年、 委員#報吿書、二三二頁) 

D 一般選擧 人に是非その事を知らせたいものですね。そうでもしなければ、マソ 

ン結社のために國民は大きな危險へ追ひ込まれることにな.〇ますが . 只！つ幸ひ 

なことにこの結社の會 H 救はそう大したもので なさそう ですから、選擧に當つて彼 




等の間か— vsi ?? 各出 S い？ )? 

R その點についても彼等はなかく拔 t なく 備へて—のてす？者 i て 
がマソン—員で ないにしても、總 ての立候補—マソン結社の S に傲 i るこ 
と i 出來る。！ ソン—人に配布された指令には次の f 出て t す。 

『候補者にして1へ援 Is ならば、1け" f 、" づ彼 fr , ン 
1否かを確©、若しマソンで t とすれば、—が—し—: 

マソン仁るこ—ざらしむるべく、その181る f 
—擧人として S 力を 選擧委負の上に も及ぼし、候補者 — mrsr 
5( , とに拘らす、 三結社の利1く確約せ しむ.. 1 る。』 ( f — 
pg -; t"lleil w litr 二八九三年—十七日) ノ こ。 

D マソン結社がその政治上の陰謀を如何にして遂行するか ゞ ょく解— 

五七 
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R マソン結社は旣にその政治上の活躍の成功について次の如く豫言してゐます。 
『理論的分野に於てではなく、吾々の念願とす5政治の分野に於ては、爾後 十ヶ 
年內にマソン結社は絕對的優勢の位置を確保し、佛蘭西に於ては吾々5>離れては 
決して政治をなし得ないことになるで あらう 0 J C ■一 e Bulletin du P : 0 :- | 八九〇 
年、五〇〇頁) 

D そうしてその豫言は見事に適中した！！ですね。そこで今日の問題は、® 醒した 
熟鉞憂國の人々にょつてマソンに さらわれた 獲物が果して奪還し 得るか否かと 言ふ 
ことにな りますが . 

R 大蜓なことでせう。マソンとてもがつち-^齒を立ててゐて、いつかな離しさう 
もありませんからね0 

D 一九三二年の左翼派の勝利にも、マ ソン 結社の手が まわつてゐたとお考へでせ 




ぅか？ 

Ci 勿論それは確かです。選擧の前日即ち一九三一年ーマソン結社員 t へ 〆 ティ 
は次のやぅな 指令を出し色た。(一九三一年グラン•トリァン委—報吿書から 

の狭萃) 

『吾々 は取除かるべき惡の一つが左翼各派の反目である こ t を 知つ てゐ S " この 
反0,—る t : めには、これら左—各派を合同せしむべ5で、それにょつて 
こそ 吾々の捷利を得ることが出來るのである . 

『指導精神と しては、即ち吾々マソン•マソン結社は今や左翼各派の中©となり 
共和黨系の各勢力を單なる外形のみでなく內質的にも結束せしめ、もつて一九三 
二年の總選擧に決定的捷利を得せしめなければならないのである。次に來るべき 
幾多の捷利を得るた®には、明年の第一次の捷利こそ重要で^'る。』 

五九 





そうして 左翼各派は その 指令に服從し、 その 結果生れた選擧力，テ，はこの第一 
次の捷利をもたらし、ひいてはこれが一九三六年人民戰線の誕生にまで极展したの 
であります。 

この一九◦二年の捷利は種々なる具體的成果を收めました。即ちマソンも揚言し 
てゐた如く、 r 敎權主義の敗退 j を货現したのです。 

D マソン結社が敎權主義の鞦韆を吊 b 革の切 ix . るまで搖り動かしたことは、少く 
とも認めなければ-^-^主せん。 

R そこで考へていただきたいことがあ b . ます。マソン結社が向ふに廻してゐる敎 
權主義と云ふのは、今日ではもうヵトリック敎會の政治的權能と云ったやうな古め 
かしいものではありません。彼等が敎權主義だと言つて敵としてゐるものは、フラ 
ンスの愛國主義、國民主義、及びその5¢隊なのです。 



社會革命を目指すマソン結社 

D f — マ ソン結社なるものは i なに—の—目的としてゐるのでせ 

R 社會革命、 現狀の徹底的な顚現なのです。彼等の次の吿白をおき、下さい。 
『先日 私は(マソン結社員コラン)—在住の同志本部賓會の一人でぁる某氏 
より次 si 覚を聞いた。フソ£社の奮—方に®して S — 留守に 
す f とはよ くない、 多く S 員が巴里に住んでゐてこそ、一旦市街戰*5た 
设合 、よくこれを指揮し、雲することが出來るのだ」』(一八九九，ラン •卜 
V ァン総#報赍®、六一苡) 

もぅ 一つ新しいのを中し上げませぅ。 

六一 




『この阈僻的大革命こそはフラン•マソン結社の引受けてゐる明日の仕事であ 
る〇』 (-- 1 e Bu ! L>tia du G :- o :- J 

D すると 彼等はソゲ H 卜の行政栂關のやうなものを設け、世界的に社會主義を實 
現せし a やうと 言ふのですか？ 

R フランスがそれ E 體の本然の姿にかへらない限り、彼等の目的はフランスに於 
てまづ實を結ぶでせう。 

七マン>は排他的結社 

反宗敎的法令の起草 

D 併し"シャの革命は從來の行政權を覆滅させるだけで滿足せす、一切の宗敎思 



想を絕滅せしめんとしたのですが、マソン結社のィンタナショナリズムにも M 校な 
ものが含まれてゐますか？ 

R マ ソン自ら 次の 如く 廣言して ゐま す。 

『カトリック 敎 t マソン結社との闘爭はいづれか一方が倒れない限り、休戰なぞ 

y « 9 V V A ヂ|< プ *lAfl v. -k— ll , 

あらう 答がない 0 』 C-Memorandum du Supr 4 meoosei 一目 e 85 , p. 480 

また次のやうなものもあります。 

『フラン •マ ソンは、カトリック 敎に完全擊滅を與へるまでは、手を休むべきで 
M. 、 0 j (：Le Bln du p.. 〇..."一八九五年九月一六八頁) 

ところで、近頃出？れた反宗敎的法令は悉く此等マソン結社員にょつて起草3れ 
たものです。彼等はラヌサン(マソン結社員)を通じて蜜なる金曜日の儀式を海取 
內で吁ふことを禁止？せた外、强制寄託にょつて結社法を通過せしめました。そう 
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して この結社法こそ カトリック 敎の あらゆる 画體組織を禁じ r : ものなのです。これ 
はあなたも御存じでせう。 

排他的決議の實例 

D あなたはフラン •マソンの結社の役割を大きく見てゐられるやうですね。 

R 彼等の役割はいくら大きく見立てても過大に見積る心配はありません。序なが 
ら委 M 會で採決された色々な決議と議案を項目だけですが讀みあげませう。 

W 自由への反擊 t しては、——ファ，1法の廢棄、即ち敎育を全部國家の獨占 
にすること。 

カトリック 敎徒の官公吏任命を禁止すること。 C-Le Bulletin du p _. p . s 一九三 
一年號、一一九八頁) 



g 普通法に反對するものとしては、-大工業の國有化、相績權及び贈與權の 

廢棄 。(グラン • ロツジユ委 M 會一九二三年) 

保險業•銀行業•鐵道等の國冇化。(グラン•トリアン奮會一九三一年) 

( 3 ) 蠢に反對するも St しては I アグナス、チユーース、モロツ j に於ける政 

敎分立。 

此等の地方に於ける祭式费豫算の廢止〇 ( グランド•ロツジユ委籌、一九三 
一乍) 

Q * しいくらマソン結社でも、アグサス S 職者とかアフリカ保護領の回敎僧侶 
を、 大戰前本为 トリ ツタ蠢者を傷®たやうに傷®る譯にはミ」主 
R どう致しまして、マソン結社は上下兩院—數賛を擁して—すので 、 f 
の決定したことを法令化することはなんでもあうません。 

六五 
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國民學校獨占を企圖 

D そうおつし やると、 近來の出來事は凡てあなたの言葉を裏書きす る もの/'やう 
ですね a 

それで一寸お訊ねいたし i すが、今引用して下さつたファ法の廢棄とか、一 
切の 敎 W を！： 家の手にょつて獨占すると言ふやうな、マ ソン 結社の色々な決 il を見 
ます と、之は つまり マ ソン 結社なるものが排他主義を執つてゐる ことになる やうで 
すが？ 

R 如何にもそうです。以上の如き決議は、最も神聖な權利への、家長たる者への 
佼咨を意味するもので、 これらは一九 三一年の グランド • a ッジユ委員會で 採擇3 
れたのですが、その時は滿場一致で次の結論に il したのです。 




IGI は民主々義 S とつての第一次 的— り、それこ— 5 
の——固会しむるもの— る。 子供に對しては國1と馨に於て普 

ね く敎？ 1辜ぁる；孓1法— f し®、新しく8令— 

施し、併せて SQ 中 •—— ISI & しては所111行 

せねばな—い。年1、徒|に對しては11し、無—にて凡ての 
I へ si I し、 1§ SSS 一 學校制 — b 、 少 ilK 
舉校を獨占することが必要で、吾々はこの實現を圖らねばなら5 ( クラント • 
ロッジユ委 M 會報吿書、一一八一頁) 

八マソンの潜行的祕密力 
社曾各®を 侵® 

六七 
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D お話にょつてマソ v 結社が如何な5事を企て、また如何な oit り p で達成を laI 
りつ ゞ あ るかがょく 解りました。 併しま V I つ腑に落ちない點があ. 〇 ます。マ ソン 
結社は比較的少數の會員を包含してゐるに過ぎないのに、どうして周圍へそんな1: 
も强大な威力を及ぼすのでせうか？ 

R その！ I の說明は簡 m です。- T ソン結社は想像に絕した潜行的秘術をもつて Ob 
を 現存社會の 凡ゆる 階層へ S 潤させて a るのです。その戰略は 一八八二 年七月の ナ 
ンシィ大會の決議に基いたもので、爾來五十年間一貫したものなのです。 

『フランス 內に网體精神を喚起する名赛 t 義務 こそ、マ ソン 結社に 歸し 越すべき 
もので あ S 。 その都市の如何を問はす、ある都市 1: 公益的にして善良なる思附き 
が 熟したやうな 場合その 性®、 その出所の如何に 拘ら中 、その都市の マソン 結社 
は支部の赞助を得てその思ひ附きを實現せしむべく期成娄員會に類するものを組 



t すべきである。 これは別に新しい is b ■口ではなく、吾々の目覺しい諸支部が古 
くから 實行し來つたところのものである。 

かくて 一つの 支部が鼓吹栂關 t な b 、 而も一般市民の助力の下に、所謂期成委員 
會の如—のが出來た上は、マソン結社員がそ S 心となり、寧ろ能動的に首腦 
部となつて、自らの掌中に指揮•管理の植能を收め、その m 體 をしてマソン 結社 
の企閫に沿つた進路を迪らしむべきである。 

かぅ して、 一つ-^の支部が種々 なる M 體や組合の王座を占むるに至 b 、 マソン 
に十倍乃至十五倍する それ、- つ圆體 R 乃至組合員がマソンにょつて 鼓吹され、 指導 
されて、吾々 の追及しつ S. ある 大目的の達成に助勢す ること、 なつたら、マソン 
結社が非マソン社會に對し有す6勢力は如何やぅにでも强大なものとなり得るで 
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『フラン •マソン結社は民主々義運動の指揮に當5實力を有し、本部委 M 會、各 
tj ッジユ•マソン結社員一同 t 言ふ三重の組織體を通じて活動する。 

隨つて吾がマソン結社は、マソン外民主主義者の間に自らを浸潤せしめ、はじ 
めて彼等をして吾等のダ，—ブに有利に働かしめ得るのである*』(一九三一年 "L 
ewuuotin du g:-0*.5) 

敎育聯盟の正體 

D するとこれは 一種の民衆獨占を意味する譯ですね。 

R 全くそぅなんです。この運動の始まりは、敎育聯盟の创立にまで遡るのです。 
即ち今申上げたナンシィ大會で、各國へこの聯盟の實行機關を設置すべき必要が强 
調されたので、この機關 こそは マ ソン 電流を民間へ傳へ るた めの絕好な導體で ある 



ことにな つ ?; のです。その會の或る發言者は次の如く言つてゐるのです。 

『か、5敎育聯盟の機關が出來上れば、嚴選した若いマソン結社 M をその核心に 
据ぇて®いて、若い學生達が直接マソンの感化を受けるやうにすべきである。 J (一 
八八二年、ナンシィ大會) 

D 成る程マソン結社にとつては靑年をそつく h 抱き込んで®くことが極めて重要 
t 認められたらしいですね。 

R 確1;そのために全力を注い t :' のです。その點については猶ほ一八九八年にマソ 
ン代議士マッセの述べたところを參照しませう。 

『旣にフランスの多くの都市1:は、吾々にとつて一大利益を與へ S やうな敎冇組 
合が存在し——もつと精確に言へば、生成されつ ゞ あるの'た。此等はユ-1ォン又 
は n ンフ* T テラ； N ォンと稱せられ、每日曜日又は祝祭日に若い學生等を集めて特 
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殊の敎育を施す ものである。これらは 形に於てはマソン敎育部と言つ た 明瞭なも 
のでなく、 非 マソン 市民の事業の核心に マソン 結社員が參加して ゐ ると言ふ風の 
も Q であるが、 これには出來 得る 限りの援助を 與ふる 必要 !!) 5 ある。 t 言 ふのは、 
これらの 機關こそ最も有効に カトリック 敎徒乃至敎權主義の敎 W 機關に働きかけ 
る ことが 出來 るからである …… 。この 機關は將來軍隊內の カトリック 諸集潮に强 
力な頹廢的影響を及ぼすやぅにならぅ。 

『マソンは、これらの 敎育 機關に集^'來る若い人々を注意深く観察し、 彼镣の な 
かへマソン的精神を培養 發育せ しめなければならないと共に、吾々の n ッジ ユを 
して更に新しい社會階層ょり新しい會 W を獲得しなければならない。 

『もとょりこれ は時日を要する仕事で、その達成1:は深甚な機略と謀計を要する 
ので t * K 一八 九 八 年、 委員 會報告書、 二七九 頁) 




それ以来 - R 5 J 敎會と直接關係®ない f な i 年 5 ラ？ S が、マソ 
ンの 幹旋 と 獎勵にょつて出來上つたのです。これらはマソン自らがその— 行 
せんがためのものです。(『マソンの掌中にある フランス』 參照) 

九マソンはブルジョワ結社 

薛民の入會を好まず 

〇 ぁなたは 今！ ►ソン 結社が從來 とはちがつ S しい社會？ら新しい實 S 抑 
すると 仰し やい ましたが、これらの 民主々義的結社が新らしい構成 W — 得するの 
は 主にどうした社會層からでせうか？ 

K 、-や、それは 反璧々義結社と云つ S がい^'でせ う。 こ® 結社は彼等のなか 
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に一般庶民の入ることを望みません。つまり.それは一般庶民は入#金は勿論寄附金 
を支拂ふこと が 出來な いからです。 隨つて彼等の考へでは一般庶段を51擧の時に役 
立つ やぅに 手なづけて置けば ょいのです。 そぅして今 も 昔も、この結社の會 M は純 
然 たる ブル ジョァ ばか.^ です。 マソン結社は官吏の苗床、代議士にな5ための梯子 
だと言はれてゐますが、正にその言葉1:相違はありません。然るにこれは一般庶民 
に t つては當て はまらないもので、 更に次の言葉はマソン結社のブ，ジョァ性を明 
ら * >にする ものです。 

『フラン •マ ソン 結社は、その會 員の 所屬 する 社會 M から 見ても、# 員の負®す 
べき 金額から見ても、ブ产ジョァ結社である0 J (『マ ソン 評論 J 九月十日號、二〇 
七頁) . 

D はて、私はこれまで各支部の會員は勞働者がその大多數を占めてゐると考へて 



ゐたのですが …… C 

R 若し啓働密が支部の入 n へでも現れやうものなら、 役員は 次の やうな劍突を喰 
尤せる V じあ- 〇ませう。 

『ふ\君ょ^働者だね、ブロレタリァートぢや 入 會金も寄附金も支拂へない?: 
らう。 君などは安月給取りで、ヶチな親方と言ふところまでもいつてゐない。そ 
の日暮しの奴ッこさんだ ね。貯へ なんてものも 勿論"^ まい。 歸 つた 方が V ょ。 
入俞する には お金が必要なん V 。そ S 金の出場 S けりや 問 f ならな V 。 君 
こ i 何もない。惡い先入觀も僧惡も 反抗心 も、それに 金 もない。 別に道 だの 光明 
だのを求める必嬰なんかぁりはせん。』(『フラン •マソン結社と勞働者』巴里控訴 
院附辯護士 •ホー K •ヌリン著) 

七五 




條 件 


D そぅした入會條件が何處かに明記してあるとでもおつしやるのですか？ 

R あります。グラン•トリアン憲法に次の如くあるのです……。 

『下記の如き人物は入會を許されてフラン•マソン結社員た〇-者の諸權益を享有 
し得ざるものとす . 。 

第三、相當 且つ 餘裕あ る 生活を營み 得ざる港。』(グラン •トリ r ン湓法 及一般 
規定、一九三一年) 

D グラン•トリアンは資力のないものの爲に、無料入#の特別法を設けてゐると 


聞いてゐますが . 

R それは敎 W 連、つまりマソン結社の極秘の計畫に下働きの役を勤めることの出 






來る 者のみに 許される ので、 勞働 者には許 S れなぃ S です。勿論マソン間に於ても 
入^:金が 高過ぎると 言ふ聲はあります。 

入.會 金 

D それでは、その入會金はどの位のものでせうか？ 

R 支部にょつて規定額が違ひますが、割當寄附金は最小額八十フランから百五十 
フランと言ふところであして、入會金はうんと高いし、マソン結社員になつて 
からも級位が上〇度に相當_まつ?:金額を徴收され〇のです。 

隨つて今日のやうな不景铽時代1:は、勞働若がマソン結社へ入#するなど、云ふこ 
t は出來ることで4) - o - is せん。またマソン結社員達は、マソン結 lilt へ勞働者* • 入つ 

C 來ると、マソン結社は完全にその道徳的典型性を失ふと B - ふのです。 

七七 




七八 

D ぢや勞働者なんて人問が入つて來るとその典型的な集 M が0茶苦茶になるとお 
つしやるので t ' ね？ 

R 要するに彼等は尊大に構へ てゐ るので、一九〇◦年巴里で英 S 派の 一' P ッジユ 
•か設けられた時、次の如き演說がな？れたのであります。 

『吾々の同友 アングロ •ナクソンは、その支部のために、そこへ出席す5時フロ 
ックに白の手袋と言ふ服裝で威儀を正すが、吾々はそれまで.にしなくとも、吾々 
の集合所が凡ゅる隅體中最も優れたる場所であることを表示すべきであ*0。現に 
ゴ スモ ス社の如きは、風儀の弛緩を憂へて適宜の措谠を執つたほどである。』(『マ 
ソン評論 J 一九〇九年二月號、三二頁) 

これはコスモス社が入會金を二千フランに引上げたことを指したもので、これは 
労働者にとつて少し荷が勝も過ぎる譯です。 





IO マソン結社は國際的結社 
反愛國主義運動を指導 

D マソン 結社は悪質な國際主義を奉じ、祖國愛とか祖國觀念を抹殺せんとしてゐ 
ると聞きまオゲ . 

R それを證明するものとしては、グランド • " ツジ ユ委 M 會報吿書中に歴然 t 現 
れてゐる t ころです。 

『財 R 3 と帝國主義者との口實に使はれてゐるのが祖國愛なる古ぼけた觀念で、こ 
れに再檢討を加へる必要がある ……』 (-'Le Convent de la Gmndle loge " 一九三一年、 

二九八頁) 

七九 





AO 

それ(:マソン結社全體 t してではないが、各マソン結社にょつて進め指揮されつ 
1愛 B 主義的運動に微しても、彼等の眞意を窺知することが出來るのです。 

各 S マソ>の連絡 

D 私は或る新聞紙で、フランスのマソン結社は、現在ョ丨〇ッパの凡ゆる他のマ 

ソン 結社からのけ物に3れてゐると言ふ記事を拜見いたしまし t : が . 

R それは 間違つてゐます。その證據としてはグラン•トリアン派と、.蘇格蘭派と 
の年鑑を見る' - f :' けで十分で、フランスのマソン結社は以下の諸國のマソン結社と友 
好關係にあることは、それ1:ょつて明らかにななります。 

獨逸、燠 太 利、 白耳義、ブ 〆 ガリャ 、蘇 格蘭、西班牙、ギリシャ、和 蘭、 匈牙利、 
伊太利、愛蘭 、〆 クサン T \大公國、諾威、波蘭、葡萄利、 〆 -マ ニャ、 




瑞西、 チ ユッコス ログアキヤ、 H ノィヤ 、土耳 古、 それか—洲以外では 
ア 〆 ゼンチン典和國、ヵナダ、智利、キユ1パ、アメリヵ 合 S 、 ： ン匕ャ •卜 
i ンカ共和闕、ニクアドべ埃及、フチ、メキシコ、—、 t ノグワィ、パラ 
グ フィ、ゲ ユネズ H ラ、ガテマラ、ホンジユラス、パナマ、サベクア X 等である。 

美 — Sts 係から考へても、7ランニソン結社が國 Is もので 
あることは 明白です。實際こ SS は、社會蠢と手—ん S 界中美 し步 いて 
ゐるのです。 

G そ s _ 名のぅちに英國 ® なかつたのはどぅしたのてす〜 

R 確に英•佛のマソンの間には敎理に不一致のものがあり4。フランスではマ 
ソン 結社が宇宙の大建築師な赢念 S て、しまひまし S 、 ィギ上人はこォを 
棄てることが出來ないのです。 


八一 




D それでは英•佛のマソンの間にはなんの關係もないのでせぅか？ 

R 巴里のロッシュァー，街四二號に英國マソン結社の一支部(ラ•グランド • a 
ッジュ•ナショナ，)の創設され たこ t は前に述べました〇最近1:は偷软で三つの 
フランス派の支部が開かれました。その他マソン結社全體或ひは一派の利益が、そ 
の 協同を要求すると言ふ場合には、英•佛の兩支部が步調を合せることも事實であ 
り、その事實に關する記錄もあります。それ1:又各國の『第三十三級マソン最高評 
議 K 會 J が、英國も加へ T 聯盟を造つてゐることを擧げておかねばならないのです* 
D 時々マソン結社として國際的意思表示をすることがありますか？ 

R 壽府にある國際マソン聯盟は、毎年 國際大 #を催して、それには 二十 ヶ阈の各 
派の委 K が集ります。 



各国マソ ン共通の合圖 

〇各阔ミソン s 間に合 K と言つたも®すか？ 

R 危險な時の合—おつしやるのでせぅね。それについてはマソン評論の中に明 

Tt ;- 1!^ Igll 

こついて寄稿を求めたことがぁつた" 

そ 1一八七 OI 七一年の普佛戰爭の時の出來 f のつ た。 獨逸人ァ〆へ〆 "• 
ソ匕ァ レ ノトは 一八七 一年九月三日—四日ゲォクレムでフランス義1时と 
なつ て霞5れんとし S 、 彼のなし S — 合さ應 じて、 その場へ一人いフ 
ランス入が 飛 出して『これは 私の兄弟•た』と言つた ：：•• 』(一九ぐ〇 y 乙「 





八四 

ソン評論 J 九四頁) 

その次に記者は、マソン結社14リヒアルトは獨逸の問牒で6つたが、フランス人 
の『これは私の兄弟だ」で、銃殺を免れた0であ-〇と付記してゐます〇 
D それ i : しても、それに關してマソン結社の方で公式に聲明したものは ありませ 

んか？ 

R ノランス•グラン•トリアンの理事プーィ y - は次のやぅな聲明をしてゐます。 
r マソン間の絆は絕對的に强く、この絆は各々の屬す〇國々が戰爭しても斷 たれ 
ないので ある-』 

r 阈籍とか軍服の相違に氣を奪はれてはならない。凡ゆるマソン結社員を IMJ 友と 
して認め、汝等のマソン結社員たる誓約を念頭に置いてゐることが 大切 だ OJ (『ラ 
•グローブ j 第四卷、四頁) 



r 戰場で 相爭つて—兵士 達が合圖一つでは たと 手 1る 光景はいく f ■息 
つた •：：• SS することは、 今 iss 取合 6 tss 菸、この©號が 
t と— S げて同交® 1— し、即ち— S とな—气」(『ラ •ク 
ゾ j 三號 、四四六頁) 

Q それで i 軍！2も葉もぁつたものでない、まして祖國の感念も•…： 

R そ， っなんです、祖國が裏切りにょつ S かされ5したら、吾々はマソン— 
を裏切 b - 者と斷すべさでぁす。 

| I 結 論 

D 有難.っござんし仁。これで私にもマソン結社 S — 主義•反ンランス的•反 
宗敎的で1 S つ—解—した。 この 結社 s 々 l 心兩侧の破滅へ5 

八 五 






込むものです。 

R で、あなたはどんな結論を得られましたか？ 

D それは 至極簡單です。純眞な fo 全 フランス人は一刻も早く 一身 IH 1 體となつて決 
死的努力を奮ひ、祖國をフラン•マソンの暴虐から救ひ出して、 凡ゆる 失はれた自 
由を奪回しなければなりません。 

吾々は敎會の手に支配？れることを欲しませんが、同時に又別種の敎權であるマ 
ソン結社の權力から脫れなければなりません。マソン結社は只それだけの&のとし 
てやつて行けば、吾々とて別に迫害しやぅなどとは思ひません〇現在のマソン結社 
の暴力は斷じて許すことができません〇 
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